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１．非伝統的データ

⑴　統計危機から統計崩壊へ
　私の専門分野はマクロ経済学であり、とりわけ

物価や金融政策を専門としている。コロナ禍で過

去１年は、新型コロナウイルス感染症（以下、コ

ロナ）が持つ経済へのインパクトについても研究

を行ってきた。今日はその話をさせていただく。

皆さんが日常生活で感じているものとは少し異な

るかもしれないが、多くの経済学者がグローバル

に起きているコロナという現象を研究する中で生

まれたものの見方、考え方であり、経済学者のコ

ンセンサスだといえる。何かの参考にしていただ

ければ幸いである。

　2020年４月に初の緊急事態宣言が発令された。

政府は景気判断の文書として月例経済報告書を公

表しているが、直前の３月まで、コロナが景気に

大きく影響を与えているとは判断されていなかっ

た。しかし、４月23日に出された報告書には、「新

型コロナウイルス感染症の影響により景気は急速

に悪化しており、極めて厳しい状況にある」と記

されている。この判断の下、様々な政策が打たれ

ており、重要な景気判断であったといえる。

　通常、景気判断は政府が作る数字（消費者物価

など）をよりどころにするが、2020年４月の判

断はこうした伝統的なデータに基づくものではな

かった。理由は明白である。そういった数字が間

に合わなかったのだ。コロナの影響をみる際、最

も重要となるのは消費である。とりわけサービス

支出の悪化が景気へのインパクトの入り口であ
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非伝統的データで探るコロナ経済危機の真因
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